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予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
定

例
会
初
日
に
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
般
会
計

は
３
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日

間
、
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
は
３
月
８
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
は
、
外
山

ま
な
み
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長

と
佐
藤
徹
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業

会
計
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
審
査
報
告
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
を
賛
成
多
数
で
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
の
提
案
説
明
の
概
要
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

予
算
総
額
は
８
百
３０
億
円
で
、
前

年
度
比
６
・
４
％
、
５０
億
１
千
万
円

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
が
目
指
す

つ
な
が
り
、
共
に
創
る
ま
ち
こ
だ
い

ら
の
実
現
に
向
け
、
市
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
、
市
民
ニ
ー
ズ
等
に
寄
り

添
う
施
策
等
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率

的
に
配
分
し
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
は
、
定
額
減
税
の
影

響
を
除
く
と
１０
億
３
千
７
百
万
円
増

と
な
る
ほ
か
、
国
庫
支
出
金
、
都
支

出
金
が
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
財
源

が
不
足
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
れ
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

〈
歳
出
〉
子
育
て
世
帯
や
生
活
保
護

世
帯
な
ど
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の

扶
助
費
や
人
件
費
の
ほ
か
、
普
通
建

設
事
業
費
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百
７８
億
１
千
２
百
万

円
で
、
前
年
度
比
３
・
５
％
、
６
億

４
千
８
百
万
円
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
は
前
年
度
比
４
・

５
％
、
１
億
５
千
５
百
７７
万
円
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
源
不
足

を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
繰
入
金
を

２７
億
８
千
万
円
、
国
民
健
康
保
険
事

業
運
営
基
金
か
ら
８
千
７
百
万
円
を

繰
入
れ
、収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
、
前
年
度

に
比
べ
６
億
円
減
の
百
１３
億
５
千
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
５３
億
１
千
７
百
万
円

で
、
前
年
度
比
４
・
２
％
、
２
億
１

千
２
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入

金
、
広
域
連
合
か
ら
の
受
託
事
業
収

入
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負

担
金
の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る

経
費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
数

は
、
前
年
度
比
６
百
人
増
の
２
万
６

千
４
百
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百
６２
億
７
千
百
万
円

で
前
年
度
比
４
・
１
％
、
６
億
３
千

８
百
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、

支
払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金
、
一

般
会
計
繰
入
金
等
計
上
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
前
年
度
に

比
べ
、
約
８
億
８
千
３３
万
円
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
支
援
事

業
費
は
前
年
度
に
比
べ
、
３
億
３
千

４
百
８０
万
円
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
支
援
要
介
護
認
定
者
数
は
、
前

年
度
比
０
・
９
％
増
の
１
万
５
百
３８

人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

〈
収
益
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
入
は
４３
億
３
千
６
百
４１
万
５
千

円
で
、
前
年
度
比
１
・
２
％
、
５
千

１０
万
７
千
円
の
増
で
す
。

　

支
出
は
４０
億
１
千
７
百
８０
万
８
千

円
で
、
前
年
度
比
３
・
４
％
、
１
億

３
千
３
百
３３
万
２
千
円
の
増
で
す
。

〈
資
本
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
入
は
１４
億
１
千
４
百
９２
万
８
千

円
で
、
前
年
度
比
０
・
２
％
、
２
百

２０
万
９
千
円
の
減
で
す
。

　

支
出
は
２７
億
５
千
５
百
７５
万
５
千

円
で
、
前
年
度
比
０
・
６
％
、
１
千

６
百
２５
万
６
千
円
の
減
で
す
。

令
和
６
年
度

（単位：千円、％）
６年度
予算額

５年度
予算額 伸び率

一 般 会 計 83,000,000 77,990,000 ６.4

特
別
会
計

国民健康保険事業 17,812,000 18,4６0,000 △3.５

後期高齢者医療 ５,317,000 ５,10５,000 4.2

介 護 保 険 事 業 1６,271,000 1５,６33,000 4.1

下
水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 4,33６,41５ 4,28６,308 1.2

収 益 的 支 出 4,017,808 3,884,47６ 3.4

資 本 的 収 入 1,414,928 1,417,137 △0.2

資 本 的 支 出 2,7５５,7５５ 2,772,011 △0.６

令和６年度予算総額

生活者ネットワーク生活者ネットワーク賛成
市民の暮らしを見据えた事業等を評価する

一 人 会 派 の 会一 人 会 派 の 会反対
任期最終年度とは思えない独自性のない予算である

市 議 会 公 明 党市 議 会 公 明 党賛成
会派として継続して要望した事業等の実現を評価する

政 和 会政 和 会反対
市長のまちづくりのビジョンや市独自の取組が見えない

フ ォ ー ラ ム 小 平フ ォ ー ラ ム 小 平賛成
課題はあるものの、おおむね適正な予算と判断

まちづくり市民こだいらまちづくり市民こだいら反対
市民要望が十分に反映されていない予算配分である

日本共産党小平市議団日本共産党小平市議団賛成
子ども、子育て施策、平和事業等を評価する

市議会れいわ新選組市議会れいわ新選組賛成
総合的に暮らしやすい街に進んでいると判断

　

保
育
所
等
や
市
立
小
・
中
学
校
で
の

医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
開
始
、
子
育

て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
、
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
全
校
配

置
、
南
西
部
地
域
の
デ
マ
ン
ド
型
交
通

実
証
実
験
運
行
等
を
評
価
す
る
。
な
お
、

①
い
き
い
き
協
働
事
業
は
、
市
民
提
案

型
で
行
い
、
参
加
と
協
働
を
進
め
る
こ

と
を
求
め
る
。
②
鷹
の
台
公
園
を
は
じ

め
南
西
部
地
域
の
包
括
的
な
公
園
等
の

整
備
に
は
、
緑
の
創
出
や
確
保
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
以
外
の
視
点
も
必
要
で
あ
る
。

③
子
ど
も
が
伸
び
伸
び
学
べ
る
教
育
環

境
整
備
を
求
め
る
。
④
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
は
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
子
ど
も
に
十
分
な
支
援
が
提

供
で
き
る
よ
う
療
育
環
境
の
充
実
を
要

望
す
る
。
⑤
市
民
の
利
便
性
、
職
員
の

働
き
方
の
軽
減
を
含
め
た
Ｄ
Ｘ
推
進
は
、

し
っ
か
り
検
証
し
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

　

女
性
管
理
職
５
割
な
ど
進
ん
で
い
な

い
政
策
も
あ
る
が
、
①
義
務
教
育
就
学

児
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
撤
廃
を
評

価
し
、
さ
ら
に
高
校
生
等
医
療
費
助
成

の
所
得
制
限
撤
廃
を
求
め
る
。
②
直
営

学
童
ク
ラ
ブ
の
延
長
保
育
試
行
を
評
価

す
る
。
③
市
立
小
学
校
通
学
路
の
防
犯

カ
メ
ラ
増
設
を
評
価
し
、
公
園
等
へ
の

設
置
を
求
め
る
。
④
学
校
給
食
費
の
保

護
者
負
担
に
係
る
激
変
緩
和
経
過
措
置

を
評
価
し
、
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化

を
求
め
る
。
⑤
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー

養
成
研
修
開
催
を
評
価
す
る
。
⑥
若
年

性
認
知
症
交
流
会
の
開
催
等
を
評
価
す

る
。
⑦
公
園
、
庭
園
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

小
規
模
公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
等

を
評
価
す
る
。
⑧
木
造
住
宅
耐
震
診
断

補
助
等
の
耐
震
化
促
進
事
業
の
拡
充
を

評
価
す
る
。
⑨
南
西
部
地
域
デ
マ
ン
ド

型
交
通
実
証
実
験
運
行
を
評
価
す
る
。

　

保
育
所
等
や
市
立
小
・
中
学
校
で
の

医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
、
高
齢
者
補

聴
器
購
入
費
助
成
事
業
等
を
評
価
す
る

が
、
①
土
木
費
の
増
を
市
債
発
行
や
財

政
調
整
基
金
の
取
崩
し
等
で
賄
う
財
政

状
況
に
不
安
を
感
じ
る
。
②
多
額
の
税

金
を
つ
ぎ
込
む
小
川
駅
西
口
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
に
、
地
権
者
以
外
の
市

民
の
声
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
疑
問
で

あ
る
。
③
小
平
駅
北
口
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
で
は
、
住
民
等
が
話
し
合
う

場
を
求
め
る
。
④
都
市
計
画
道
路
整
備

な
ど
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
事
業
は
情
報
開
示
等
を
求
め
る
。

⑤
緑
地
保
全
の
た
め
の
施
策
が
貧
弱
で

あ
る
。
⑥
市
民
に
身
近
な
施
設
を
廃
止

す
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り

方
は
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
⑦
が
ん

予
防
の
み
な
ら
ず
、
が
ん
に
か
か
っ
た

人
へ
の
支
援
を
充
実
す
べ
き
で
あ
る
。

　

①
国
、
東
京
都
の
方
針
に
沿
う
だ
け

の
予
算
で
独
自
性
が
な
い
。
②
市
長
公

約
の
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
導
入
や
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
に
よ
る
企
業
誘
致
等
は
手
つ
か

ず
で
あ
る
。
給
食
費
無
償
化
の
検
討
は

都
内
の
多
く
の
自
治
体
が
無
償
化
に
向

か
う
中
、
逆
に
給
食
費
を
値
上
げ
す
る

な
ど
市
政
へ
の
不
信
感
を
増
幅
さ
せ
る
。

③
適
正
な
人
材
配
置
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。
課
長
補
佐
職
の
廃
止
等
改
革
レ
ベ

ル
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
。
④
男
女
共

同
参
画
、
性
的
少
数
者
へ
の
事
業
は
、

極
め
て
少
な
い
ニ
ー
ズ
に
予
算
を
費
や

し
て
い
る
。
⑤
環
境
施
策
は
単
な
る
イ

メ
ー
ジ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な
く
、

科
学
的
な
根
拠
を
基
に
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
⑥
い
じ
め
重
大
事
態
の
対
応

改
善
が
足
り
な
い
。
給
食
費
値
上
げ
な

ど
を
論
ず
る
以
前
に
教
育
長
の
資
質
に

つ
い
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

①
自
主
財
源
確
保
に
向
け
た
施
策
や

行
財
政
改
革
の
取
組
に
乏
し
い
。
②
市

の
重
点
政
策
に
お
け
る
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
目
標
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
Ｄ
Ｘ
活
用
に

よ
る
コ
ス
ト
等
の
削
減
効
果
の
想
定
が

な
く
、
人
材
育
成
の
体
制
整
備
が
不
十

分
で
あ
る
。
③
市
内
で
虐
待
事
案
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
の
取
組
が
見
え

な
い
。
④
全
避
難
所
の
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
完
成
時
期
の
目
途
が
示
さ
れ

ず
、
公
共
施
設
等
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

も
足
り
て
お
ら
ず
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
⑤

市
立
小
・
中
学
校
の
給
食
費
値
上
げ
あ

り
き
の
保
護
者
負
担
の
時
限
的
な
激
変

緩
和
措
置
な
ど
、
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
と
逆
行
し
て
い
る
。
⑥
教
員

の
働
き
方
改
革
、
部
活
動
地
域
移
行
に

向
け
速
や
か
な
体
制
整
備
を
求
め
る
。

　

①
介
護
職
員
資
格
取
得
支
援
事
業
等

の
継
続
、
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成

事
業
の
実
施
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充

を
評
価
す
る
。
②
自
閉
症
・
情
緒
障
が

い
特
別
支
援
学
級
の
設
置
を
評
価
す
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化
、
全
校
に
プ
ー
ル

設
置
を
要
望
す
る
。
③
義
務
教
育
就
学

児
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
撤
廃

を
評
価
す
る
。
④
女
性
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

の
通
年
実
施
を
評
価
す
る
。
公
共
施
設

等
で
の
生
理
用
品
配
布
事
業
の
再
開
を

求
め
る
。
⑤
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助

制
度
の
拡
充
を
評
価
す
る
。
能
登
半
島

地
震
の
教
訓
を
今
後
の
防
災
施
策
に
生

か
す
こ
と
を
要
望
す
る
。
⑥
広
島
平
和

学
習
を
評
価
し
、
平
和
事
業
の
継
続
を

要
望
す
る
。
な
お
、
教
職
員
等
の
長
時

間
労
働
の
改
善
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
水

汚
染
の
市
独
自
施
策
等
、
中
央
エ
リ
ア

複
合
化
事
業
費
の
見
直
し
等
を
求
め
る
。

　

①
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
拡
大
を

評
価
す
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
用
い

て
自
主
財
源
確
保
策
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

の
推
進
を
求
め
る
。
②
新
た
な
組
織
体

制
の
実
施
を
評
価
し
、
適
正
な
職
員
数

と
配
置
を
要
望
す
る
。
③
Ｄ
Ｘ
の
外
部

人
材
登
用
、
公
共
施
設
の
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ

環
境
試
行
整
備
を
評
価
す
る
。
④
多
く

の
財
源
を
必
要
と
す
る
中
央
エ
リ
ア
の

更
新
、
駅
前
再
開
発
事
業
等
に
大
き
な

計
画
変
更
が
生
じ
た
際
に
は
市
民
等
へ

丁
寧
な
説
明
を
求
め
る
。
⑤
多
様
な
他

者
と
の
関
わ
り
の
機
会
の
創
出
事
業
や

第
３
子
以
降
の
給
食
費
無
償
化
を
評
価

す
る
が
、
高
校
生
等
医
療
費
助
成
制
度

の
所
得
制
限
撤
廃
、
学
校
給
食
費
無
償

化
を
強
く
要
望
す
る
。
⑥
高
齢
者
補
聴

器
購
入
費
の
助
成
を
評
価
し
、
対
象
者

へ
分
か
り
や
す
い
周
知
を
求
め
る
。

　

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度

の
所
得
制
限
撤
廃
、
南
西
部
地
域
デ
マ

ン
ド
型
交
通
実
証
実
験
運
行
、
校
内
別

室
指
導
支
援
員
配
置
の
拡
充
、
が
ん
患

者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
費
用
の
助
成
等

を
評
価
す
る
が
、
①
小
・
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
、
高
校
生
等
医
療
費
助
成

制
度
の
所
得
制
限
撤
廃
の
早
期
実
施
を

求
め
る
。
②
慢
性
的
な
人
員
不
足
の
部

署
に
、
必
要
な
人
数
を
振
り
向
け
る
抜

本
策
が
必
要
で
あ
る
。
③
こ
だ
い
ら
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

付
与
な
ど
の
大
幅
な
拡
充
を
要
望
す
る
。

④
能
登
半
島
地
震
等
の
教
訓
を
生
か
し

た
防
災
の
さ
ら
な
る
強
化
に
優
先
し
て

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
⑤
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
等
の
犯
罪
抑
止
対
策
の
拡
充
を

要
望
す
る
。
⑥
今
後
必
要
と
な
る
居
住

支
援
の
実
効
性
の
観
点
か
ら
、
居
住
支

援
協
議
会
の
設
置
は
必
須
で
あ
る
。

一般会計予算一般会計予算に対するに対する各会派の討論各会派の討論（要旨）（要旨）


